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　成人式にちなみ、行動に責任を持ち、改
めて両親への感謝の思いや成長を見てもら
うことを目的にした『 ２ 分の １ 成人式』を、
２ 月１２日、小中一貫校中央校の ４ 年生（１０
歳）を対象に行いました。
　開会式では、 ４ 年生による歌やリコー
ダーの演奏などの学年発表が行われ、太

おお

田
た

春
はる

美
み

校長が「感謝の気持ちを持つこと、下
級生のお手本になるよう行動に責任を持っ
てください」とあいさつ。その後、各クラ
スに分かれ、自分の将来の夢を披露し、 ２
分の １ 成人証書を担任の先生から受け取り
ました。
　証書授与の後は、それぞれ児童手作りの
プログラムで進行。幼いころの写真を見て
誰かを当てるクイズや、両親への感謝の気
持ちを込めた手紙の受け渡しを行いました。
　クラス全員での合唱では、児童の成長し
た凛々しい姿に感動で涙する保護者も見ら
れ、新たな第一歩をみんなで祝いました。

　全国４７都道府県の学生が参加し、東
日本大震災の「記憶の風化」と「風評
被害」の解決を目的に、被災地支援活
動『きっかけバス４７』が立ち上がって
います。
　佐賀県では佐賀大学 ２ 年生の岡

おか

島
じま

貴
たか

弘
ひろ

さん（北多久町）が佐賀県支部代表
を務め、佐賀大学の学生有志で岩手、
宮城、福島の ３ 県を ２ 月２６日～ ３ 月 １
日までの ２ 泊 ４ 日の日程で訪問し、ボ
ランティア活動や現地の学生との交流、
福島除染プラザでの学習を行います。
　現地訪問に先立ち ２ 月１７日に佐賀市
内で行われたメンバーの交流会では、
メンバー間の親睦を深めるゲームや、
自分の思いをきちんと相手に伝える練
習として、即興演劇に取り組みました。
　岡島さんは「支援に参加し、佐賀の
学生の防災意識向上につなげたい」と
決意を語りました。

地域農業に貢献！田代修一さん「佐賀農業賞」を受賞
　「平成２５年度佐賀農業賞」の表彰式が、グ
ランデはがくれ（佐賀市）で行われ、田

た

代
しろ

修
しゅう

一
いち

さん（多久町下鶴）が優秀賞を受賞しました。
　この賞は、地域農業の振興に貢献している
農業者や組織・集団に対し、佐賀県が表彰を
行っているもので、田代さんは、佐賀県農業
大学校卒業と同時に後継者として就農される
とともに、青年農業士を ６ 年間務められるなど農業の担い手と
して、若い農家の模範となる活動にも積極的に取り組まれてい
ることが評価されての表彰でした。
　田代さんは「受賞は励みになります。先進的な事例などを見
ると、もっと頑張らなければと思います」と抱負を語りました。
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南三陸町佐藤町長が横尾市長へ復興状況を報告
　宮城県南三陸町の佐

さ

藤
とう

仁
じん

町長と三
み

浦
うら

清
きよ

隆
たか

総務課長が市役所を訪れ、横
尾市長に復興の進捗状況について報
告しました。
　報告会では佐藤町長が、住宅や医
療施設の整備など住民が安心して暮らせる町づくりへの取り組
みを説明。「多久市からの職員派遣をはじめとした心温まる支援
に感謝します」と横尾市長に感謝の言葉を伝えました。
　また、多久孔子の里獅子舞の川

かわ

原
はら

田
だ

知
ち

章
あき

さんを通じて、復興
支援として購入した宮城県産の伊勢ヒカリを使って醸造した天

あま

吹
ぶき

酒造『絆
きずな

伝
でん

心
しん

』を町長へ贈呈しました。
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